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当別町  宮司 正毅 

 

 

当別町の医療体制維持を求める請願及び当別町の医療体制維持にかかる 

緊急要請について（回答） 

 

 

平成３０年２月１９日に請願及び緊急要請がありました表記の２件について、下記のと

おり回答いたします。 

 

記 

 

入院病床（医療療養病床５８床）に関しましては、堀江病院が所有しているもので町の判

断で維持の可否を決定できるものではありません。 

夜間・休日診療につきましては、救急当番医の現体制を４月以降も継続していくことはほ

ぼ困難な状況でありますが、土日の日中の診療は、町内５つの医療機関が担当していただけ

ることになりました。 

夜間の救急医療につきましては、「江別市夜間急病センター」が受け入れてくれることに

なりました。 

また「救急安心センターさっぽろ」に加入することとしましたので、２４時間３６５日看

護師による救急医療相談が受けられることとなりました。 

入院を要する治療については、あいの里にある北海道医療大学病院が町内医院との連携

を通じて入院患者の受け入れを了承してくれています。 

尚、住 説明会につきましては、３月 26 日に当別町総合保健福祉センター「ゆとろ」で、

3 月 27 日に 当別コミュニティセンターで実施するよう執り進めており、町 へ周知して

いるところであります。 

 


